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事業者団体等（荷主関係）ヒアリングについて 

 

 

日時：平成２４年１１月２８日（水） １３：３０～１４：３０ 

場所：日本鉄鋼連盟本部 

 

【出席委員】 

  根 本 委員   原 田 委員 

 

 

【ヒアリングを実施した団体】  

（一社）日本鉄鋼連盟               村上グループリーダー  

脊戸グループリーダー 他1名 

 

  

資料８－２ 



2 

 

【団体の説明及び意見交換の概要】 

《日本鉄鋼連盟》 

［主な説明事項］ 

（景況） 

○ 建築用鉄鋼については震災の復興需要による受注上昇があったが、製

造用鉄鋼の内需は軒並みマイナスという状況。製造用鉄鋼の輸出は対米

国・対韓国を中心に好調であるものの、対中国は８、９月と10数％のマ

イナス。 

○ 中国、韓国が鉄鋼生産を拡大する傾向にあり鋼材価格が下落しており、

さらに円高の影響もあって輸入鋼材が大量に流入している。電気料金の

値上がりもあり、日本の鉄鋼業界は厳しい状況。 

 

（物流に関する要望） 

○ 製品の輸入に際しては、船舶の大型化が重要であり、国際バルク戦略

港湾の取組が行われているが、かかる取組の一層の推進が重要と考える。 

○ それに伴い、当該戦略港湾以外の地域でも恩恵を享受するためには、

その他の港湾についても大型船舶が入港できるような港湾整備が同時に

行うべき。 

○ 港湾整備制度の負担割合について、民間の負担が少なくなるよう見直

しが必要。 

○ 船舶の大型化が進んでいる中、全国14ヵ所の港湾についても満船で入

港できるような水深の確保が必要。少なくとも、ケープ船が入港するた

めには14ｍ以上の水深が必要。 

○ 水深の増加という点では、浚渫のほか、潮位利用入港が十分に実現で

きていない港湾があり改善が必要。また、夜間の入出港規制の緩和も併

せて必要。 

○ 製品の内陸に向けてのトラック輸送においては、重さ面での通行支障

等に応じ、利用する車両を使い分けている。 

○ 内陸への輸送におけるトラック利用に際し、特殊車両の通行許可手続

の迅速化を図って欲しい。 

 

 

［委員による主な意見など］ 
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○ 中国、韓国向けに輸出している鉄鋼とは具体的にどのようなものなの

か。 

→ 大半が現地日系企業向けの高級鋼材。最近、現地日系企業は鋼材の

ローカル比率を高めているため、輸出に関して楽観視できない。他方、

品質上日本の鋼材でないと使いものにならない場合もあるため、日本

製品を輸出する必要性はある。 

○ 日本に入ってくる鋼材はどのようなものか。 

→ 高級鋼材以外のあらゆるものが入ってきている。それ故、ほぼ全て

の分野（産業）でシェアがある。 

○ 鉄鋼製品で逆輸入されるものはあるのか。 

→ 完成自動車について一部ある。 

  ○ 各船会社が共同で船を使うといったような、「船の使い方」について効

率化の議論はあるか。 

→ 共同利用を実際に行うことは難しい。出荷タイミングや納品のタイ

ミングも荷主によってバラバラであるため、実現可能性は低いのでは

ないか。 

  ○ 潮位利用入港について、積み卸しに要する時間的な問題はないか。 

   → 時間的な問題はない。現状の荷役設備で十分という認識であるが、

港湾の浚渫等によって入港する船舶の大型化が進めば、それに対応し

て荷役設備を充実させる必要もありうる。 

○ 潮位利用入港について、最大喫水を決めているのは水先案内の引受基

準であるとすれば、それは民間同士の問題という理解でよいか。 

   → 不明である。 

○ 国際競争力の面からも鉄鋼業界が大きな船舶を使いたいとのことだが、

港湾整備に税金を投入することに関して、受益者負担という考え方につ

いてどう思うか。 

  → 原料輸入港としては、日本は特に中国や韓国と比べて弱い。国際的

なコスト競争のためには、水深の確保が必要である。イコールフッテ

ィングの観点から国による整備が必要だと思う。 

  ○ アジアだけを見れば、国が政策として港の整備を進めているのかもし

れないが、本来（民間の）港間の競争に税金を投入することの是非は議

論がる。ヨーロッパは、各国の港湾の整備競争が激しいが、国が港湾に

対して税金をどのようにつぎ込むのかということが問題となっている。 
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